
第53回 青年経営者全国交流会 in 香川
11月20日（木）～21日（金）に第53回青年経営者全国交流会in香川が「守・破・離～未来を背負いし経営者よ　讃岐の地で　心に

刻め～」をテーマに、高松市で開催されました。全国からオンライン参加129名を含む2,136名の参加登録があり、兵庫からは180
名が参加しました。
初日は、「中同協青年部連絡会のこれから」「真の人間尊重経営」など見学分科会・オンライン分科会を含め20の分科会が行われ、

活発なグループ討論を通して学びを深めました。終了後の懇親会には、約1,200名が参加し、松盆栽生産地である高松盆栽の第一
人者が、ステージ上に「守」「破」「離」をテーマにそれぞれ三つの盆栽を展示し、盆栽の機微を解説いただきました。
二日目は、会場への入場前に名札のQRを読み込ませて、参加集計していて、開会時に司会から、リアルタイム県別参加者数ラ

ンキングの発表があり、兵庫県が一位と報告されました。基調報告は、2024年度のオール兵庫記念講演でもお話しいただいた、
小西啓介氏（株式会社ウエストフードプランニング 代表取締役 香川同友会代表理事）から「自分の為から人と地域の為の経営へ
～仲間と展望する地域の新しい景色～」のテーマでお話しいただきました。その後の特別報告では、「未来を創る主体者は私たち
～経営者へのメッセージ～」と題して、香川県立三木高校の廣林先生と卒業生の中尾さんから「共育型インターンシップ」の取り
組みについて、同友会活動に心酔しながら本気で取り組んでこられている現状を熱く語っていただきました。
2026年は10月1日（木）～2日（金）に宮城県仙台で開催されます。来年も兵庫から多くの会員さんにご参加いただき、全国の

仲間と学びを深めあいましょう。

第1分科会（中同協）
「中同協青年部連絡会の変遷とこれから」 
～同友会活動を通じて自社はどう変わったのか～

11月20日、21日と香川県で青年部全
国交流会に参加をしてきました。青全交
への参加は私は今回が3度目となりま
す。私にとって青全交は兵庫県を出て
様々な経営者の方と触れ合える非常に大
切な機会と思って毎年参加しています。
今年は第1分科会に参加させていただ
き、中同協の歴代代表の方たちのパネルディスカッショ
ンを聞いてきました。中同協の歴史についてもしっかり
学ぶ機会がなかったので、非常に新鮮でした。それ以上
に、パネルディスカッションに登壇されている方たちの
経営に対する圧倒的な熱量と、青年部活動や同友会運動
を徹底的に自社に活かしながら会社を成長させてきた過
去のお話は本当に圧倒されました。私も同友会は自社に
はたくさん活かしてきた自負がありましたが、大きく成
長を遂げる企業の会員さんたちは私と比べてももっと多
くを学び、それを自社へ活かすためにもっと多くの行動
をとっていることに気づかせていただきました。分科会
を通してまだまだ私は「行動量」が足りていなかったと
大きく反省する機会をいただきました。
青全交ではもう一つ、私にとっては過去の渉外活動で
出会ってきたたくさんの他府県の会員さんたちとの交流
の中から、当時と今とで自分自身や他府県の仲間たちの
成長を感じあえる時間が本当に大切だと思っています。
長い方で1年ぶりに会う他府県の仲間たちが、会ってい
ない間にどれだけの努力をし、どれだけ会社を変えてき
たのか？そういった話をする中からたくさん刺激をもら
い、そのモチベーションをしっかり持って兵庫県へ帰り、
自社の成長のためにまた自身や自社と向き合う時間にする。

青全交で得たたくさんの刺激から、これからも同友会
運動を通してたくさんのインプットをしていく中でしっ
かりと自社へアウトプットしていくための「行動」を
もっと起こしていこうと決めました。この「行動量」の
差が経営における会社の差として出るように日々自社と
向き合っていきます。

株式会社Moi Life 代表取締役
木村 圭介（東神戸支部）

第2分科会（中同協）
「真の人間尊重経営」 
～あなたの不離一体は、どのフェーズですか？～

青全交第2分科会では、平澤さんと中山
さんの報告を通じて、同友会で学ぶ意
味を根底から見つめ直す時間となりま
した。特に中山さんが語られた「自主
なき民主なし」という言葉が深く印象
に残りました。社員の声を尊重する“民
主性”は重要ですが、その前提には、
経営者自身が覚悟を持ち、自らを律し、先頭に立って実
践する“自主”が不可欠であるという教えです。そして、
この考え方こそ労使見解の核心でもあり、「経営者の姿
勢こそが会社の命運を分ける」という原点を再確認しま
した。
平澤さんは、父の「運送業は日本を支えている」とい
う一言から家業に入り、社員6名の引き抜きという逆境
を乗り越えて創業へ。理念づくりに挑戦しながらも、“同
友会ごっこ”が現場に混乱を招き3名が退職。しかしそ
こで社員の声に真摯に向き合い、指針書を共につくり、
ビジョン合宿では社員一人ひとりが自らの言葉で理念を
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■事業内容及び企業の沿革
事業内容
一般社団法人FRONTIEREは、障がい者支援や訪

問看護を中心とした福祉事業を通じ、「人の人生に本
気で寄り添う」支援を行っています。利用者一人ひと
りの想いや状況に合わせた個別支援を大切にし、安心
して自分らしく生きられる環境づくりを使命としてい
ます。福祉の枠にとどまらず、地域や関係機関と連携
しながら、誰もが頼れる存在となることを目指してい
ます。
企業沿革
一般社団法人FRONTIEREは、一人の利用者とその

家族からの切実な相談をきっかけに誕生しました。創業当
初は少人数でのスタートでしたが、目の前の人生に真剣
に向き合い続けた結果、仲間と利用者が増え、現在では
多くの職員と利用者を支える組織へと成長しています。創
業以来一貫して、「人生に寄り添う支援」を大切に歩みを
進めてきました。

■経営理念（経営指針）の成文化について
私が経営理念・経営指針を成文化しようと決意したきっ

かけは、支部の仲間と共に受講した経営指針オープンセミ
ナーでした。仲間と一緒に学ぶ中で、自社は何のために
存在し、誰の人生にどのように寄り添うのかを、経営者と
して真正面から問われました。一人で受けていたら気づけ
なかった視点や、仲間との対話から得られた学びは非常に

大きなものでした。また、他支部の受講生との出会いを通
じて、経営理念を成文化し、組織で共有することの重要
性を強く実感しました。弊社が大切にしてきた「人の人生
に本気で寄り添う」という想いを、迷わず判断し、行動す
るための軸として明文化できたと思います。

■経営理念について
経営理念
「全ての人に笑顔と希望を届ける福祉の架け橋として、

利用者・地域・社員が共に成長し、幸せと持続可能な未来
を実現する」。この理念のもと、利用者の尊厳を守り、
地域と共に支え合い、社員が誇りを持って働ける組織づく
りを進めています。
これからの夢
10年後も「FRONTIEREがあってよかった」と地域か

ら必要とされる存在であり続けること。そのために、福祉
の可能性を広げ、社会に新たな価値を生み出しながら、
人と人がつながる温かな未来を創っていきます。
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全ての人に笑顔と希望を届ける福祉の架け橋として、
利用者・地域・社員が共に成長し、幸せと持続可能な
未来を実現する。
利用者への貢献
　個人が自分らしい生活を送るのを支援することへのコミットメント
地域との共生
　支え合いの強い地域社会を築くための協力
社員の成長
　職場での成長と幸福を促進する
持続可能な未来
　環境意識と長期的な社会的幸福への取り組み

一般社団法人FRONTIERE
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